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浅原園長ごあいさつ

私たち相談支援専門員は、月 1 回、明石市基幹相談支援センター主催の相

談支援連絡会に参加し、地域の相談支援専門員と交流を深めると共に、「地

域の社会資源紹介」や「地域での繰り返し起こっている課題」「既存の制度

や障害福祉サービスでは解決できない課題」などを話し合っています。また、

今年度より新たに、「地域課題」についての時間を設けることとなり、それ

ぞれの場所で起こっている課題を話し合うこととなりました。例えば「移動

支援や短期入所の使い方や事業所の空き状況」などです。みんなさんが日頃対応に苦慮している課題やうまくいっ

た事例等を出しあいアドバイスをもらったり、一緒に考えたりしています。さらにこの会議で話し合われた課題を、

精査し、基幹相談支援センター様より、地域自立支援協議会の運営会議を経て、全体会に挙げていただき、市の担

当者様も交えた場で、検討していただける体制にもなっています。

皆様から寄せられる声がこのような形で、市の政策につながり、利用者皆様の生活向上につながっていくよう、

相談支援専門員一丸となって、取り組んでいます。（小坂田）

今年度最初の保護者学習会は、当あおぞら園の浅原園長が「療育ってなんだろう ―お子さまとの生活の中でで

きること―」というテーマでお話をさせていただきました。この 2 年間、コロナ禍のため対面での学習会が行え

ませんでしたが、久しぶりに開催することができ、30名を超える多くの方々にご参加いただきました。お忙しい中、

皆様、本当にありがとうございました。

学習会では、「触覚防衛反応」というお子さまの感覚の著しく敏感な部分から生じる生きづらさを理解すること

や、その他にも様々なお子さまの苦手なところへの関わり方など、ポップなアニメーションでの説明も楽しみな

がら、ご家庭でのお子さまの育ちを促すためのお話をいろいろな具体例

を交えて聞くことができました。

参加された方々は皆様とても熱心に聴いてくださって、前向きにとら

えられ、アンケートにも日々の生活の中で活かしていけると書かれた方

が、たくさんいらっしゃいました。また、こうした学習会の開催を望ん

でおられる声も聞かれましたので、今後も定期的に行い、ご家庭での子

育ての一助になるように努めていきたいと思います。（副施設長：吉川）

　　　　※あおぞら園 HP 及び左記の QR コードからご視聴いただけます

皆さま、あおぞら園・きらきらのホームページで療育動画が見れることはご

存じでしょうか？

今年度もご家庭で、あおぞら園・きらきらと同じ「たのしい」「できた」を感

じていただけるように職員が新しい療育動画を作りました。もちろん、あおぞ

ら園・きらきらを利用されていなくても、ご視聴いただけます♪

カメラの向こうにお子様たちがいるとイメージしながら、撮影慣れした役者

顔負けのあおぞら園・きらきらの職員のパフォーマンスご注目ください！

　今後も、新しい動画を作っていきますのでご期待ください！（副施設長：服部）

4 月 26 日、明石市議会議員の竹内きよ子様が当園にお越しくださいました。

長年にわたって明石市立の中学校教諭を勤められたご経験か

ら障がいのある子どもへの教育にも大変ご関心があり、当園の

子どもへの関わり方等、熱心にご見学していただきました。ま

た、たくさんご質問いただき、あおぞら園・きらきらの見学を

通じて、明石市に住む障がいのある子どもたちの現状を知って

いただきました。

今後もたくさんの方にあおぞら園・きらきらを知っていただ

き、明石に住むすべての子どもたちの応援団を増やしていきた

いと思います。明石市議会議員の竹内様、この度はご見学して

いただき誠にありがとうございました！（副施設長：服部）

今年も園庭のプランターにオクラ・ピーマン・なす・きゅうり・トマトの苗を植えました。毎日子どもたちと職

員で水やりをしています。数枚の葉っぱだけの野菜たちが、これからどんどんと大きくなって実をつけていく姿を、

子どもたちと一緒に楽しみたいと思います。もうすぐ梅雨もやってきます。この季節には、こどもたちにとってい

いことがたくさんあります。一雨ごとに緑が濃くなり季節が夏に近づいていることを教えてくれます。こどもたち

は自然の中で育つことで大きく成長していきます。これからも、ちょっと苦手なことはまわりの大人がお手伝いし

ながら、いろいろなことを経験していってもらいたいと思います。

　来月、ふれあいプラザあかし西で作品展があります。あおぞら園のテー

マは「アートを楽しむ ― 楽しくって、みんながやりたくなる ― 」で

す。今年度は、感触遊びのゼリー遊びや紙遊びとフィンガーペインティ

ングやドリッピングに取り組みます。冷蔵庫で冷やしたゼリーをぐ

じゅっと握ったり、紙をちぎって体全体を使ってばらまいたり、いろい

ろな感触を楽しみながら作品を作っていきたいと思います。感触遊びを

たくさん楽しむと「もっとやりたい」という気持ちが育まれ、その気持

ちが「表現したい」という思いの土台をつくっていきます。また、スポ

ンジ筆で模造紙や画用紙に絵

具をたらしたり、手に直接絵の具 ( フィンガーペインティング用の絵の

具 ) をつけて線や点を描いたりすることで、小さな子どもでも、難しい

筆使いから解放されて思いのままに自己表現ができる喜びを体感しても

らいたいと思います。子どもたちは、自分の好きな色を使い自分の好き

なようにアートを楽しむことで、言葉では表せない感情や気持ちを表現

できるようになっていきます。そして、アートを楽しみながら感情を表

出することで、情緒の安定にもつながっていきます。これからも、こど

もたちといっしょに、たくさんの「楽しい！」を探していきたいと思い

ます。

相談支援連絡会って？～地域の課題をまとめ、よりよい支援へつなげていく～

「療育ってなんだろう？」 ～保護者学習会の報告～

あたらしい療育動画を作りました♪

たくさんの方々に愛される園をめざして！

撮影の為にマスクを外してい
る場合がありますが感染症対
策を徹底して行っています。

保護者学習会の様子

「療育ってなんだろう？」 

集中してお絵描きするらっこ組のお子様

たのしくお絵描きするぺんぎん組のお子様

左から明石市立発達支援センター木股所長

飯塚常務、竹内明石市議会議員、浅原園長

小坂田相談支援専門員

療育動画撮影風景


